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●寺族研修会を開催 

2020 年度小松教区第１回寺族研修会を、9 月 23 日（水）

午後 3 時半から 5 時半まで開催しました。 

小松教区の浄昭寺住職田中昭親氏により、『御消息の願

いと作法』というテーマで、前半は講義をお聞きし、後半

は作法について学びました。 

蓮如上人以降、ご門首から各お講に下附された御消息

は、お勤めの後に拝読しますが、変体がなで書かれているため読みにくいですが、御文を

たくさん読み、言い回しに慣れることで上達すること等、ご自身の布教の思い出話ととも

に教えていただきました。 

作法としては、御消息の丁寧な扱いを学びました。中でも特に箱を

入れる巾着袋の紐の結び方を実践形式で教わり、参加者11名、皆熱心に

取り組みました。 

御消息が、まさしく本山（東本願寺）とご門徒の確かなつながりを示

す大切な宝物「御消息」であることを、今回の研修会を通して確かめる

ことができました。 報告：寺族教化部門実行委員 翫 千亜紀 
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親鸞聖人 一念多念文意

講師：田中昭親氏 

研修会の様子 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

●常磐会館（小松教務所）報恩講を勤修 

10 月 1 日（木）、常磐会館報恩講が勤修されました。本年

はコロナ感染拡大防止策として午前のみの日程とし、出仕お

よび参拝者を教区内役職者に限ってご案内しました。出仕者

5 名、参拝者 23 名でした。。 

法話は、大聖寺教区上宮寺住職 山本龍昇氏より「外に広

く 内に深く」との講題で、お話を頂戴しました。 

「外に広く」では、主に天親菩薩の「虚空」「広大無辺

際」の意味について、「私たちの発する言葉、態度は、私の

立場で勝手に意味づけしたこじつけにすぎません。このよう

な我が身の自覚を促す言葉が虚空や無辺際だと思います。」

と押さえられました。また「念仏はどんな気持ちで称えても

良いのです。口から念仏が出ることが大切です。念仏に込め

られた願いは、阿弥陀さまの「一切衆生を漏らさず救いと

る」ということですから、口に出ることで事実となるのです。念仏はコロナと同じで、誰

にでも感染するものですが、最近はあまり感染していきません。なぜでしょうか。誰も念

仏しなくなったからですね。今日は報恩講ですから、必ず確かめなければいけないのは念

仏です。」と、報恩講を勤める大切な意義を確かめてくださいました。 

報告：小松教区駐在教導 西山郷光 

 

●ご門徒に代わって真宗本廟収骨代行を実施 

10 月 13 日（火）に保木所長をはじめ 5 名が真宗本廟

（東本願寺）へ上山し、合計 95 体（小松教務所 67 体・大

聖寺教務所 28 体）のご遺骨を真宗本廟へ収骨させていた

だきました。今回は但馬弘宗務総長にも焼香していただき

ました。また、青少幼年教化部門の実行委員 2 名が同行

し、青少幼年教化部門「いのちを育むプロジェクト」で子

どもたちが刈り取ったお米を進納し、本山から感謝状を頂

戴しました。 

なお、次回の収骨代行

の上山は 11 月 13 日（金）

を予定しています。 

北陸朝日放送から収骨

代行の取材を受け、10 月

15日（木）にテレビ放映されました。その内容は北陸朝日

放送YouTubeチャンネル（右記QRコード）でご覧いただけ

ます。 

また、『同朋新聞』（11 月号／10 頁）にも報告が掲載されておりますので

併せてご覧ください。 

 報告：小松教務所 山本由惟 

 

講師：山本龍昇氏 

出仕の様子 

宗務総長焼香 

保木所長焼香 

財務部長より感謝状の贈呈 
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教務所に寄せられる相続講への質問にお答えする新コーナーを今月より設けました！ 

ご質問がございましたら教務所（担当：菴原主計）までお寄せください！ 

Ｑ：「相続講」とは何ですか？ 

Ａ：「相続講」はお寺の者も含め、全てのご門徒を相続講員として「門徒一人ひとりが真

宗本廟（東本願寺）を護持すること」を目的とした、真宗大谷派独自の本山護持制度です。

蓮如上人の時代から各地に形成された聞法組織である「お講」を基盤として、明治 18 年

（1885 年）に始まりました。相続講の精神は「法義相続（お念仏の教えを自らが聞き、次

の世代に手渡すこと）」、「本廟護持（教えを伝える道場である真宗本廟やお講を護持す

ること）」の言葉で表されます。相続講による懇志金を「相続講金」といい、主に本山

（東本願寺）の維持費や宗派の教化活動費に使用され、宗門財政の基盤となっています。 

 

●教化リーフレット発行 

小松教区教化委員会より「お講」「相続講」「教区教化

テーマ」の３つの教化リーフレットが発刊されました。

それぞれの内容が小さなリーフレットにわかり易くまと

められています。お講や相続講勧募の取り組みなどのさ

まざまな場所や機会で配布くださいますようお願い申し

上げます。教務所にご連絡くださいましたら、必要部数

をお渡しさせていただきます。 

●教務所 Wⅰ-Fⅰ  の設置について 

小松教務所にWⅰ-Fⅰを設置しました。インターネット等を無償でご利用いただけますので、

様々な場面でご活用ください。なお、接続方法は所員にお尋ねください。 

●真宗大谷派門首継承式・東本願寺報恩講インターネットライブ配信のご案内 

コロナ禍における新たな取り組みとして、本年の東本願寺報恩講ならびに 11 月

20 日の門首継承式、また、26 日～28 日の親鸞聖人讃仰講演会がインターネット

にてライブ配信されます。「東本願寺公式 YouTube チャンネル」（右記 QR コー

ド）よりご覧ください。 

(東本願寺 URL： http://www.higashihonganji.or.jp/houonkou/ ) 

●東本願寺お買い物広場 HP が新設されました。 

10 月より、東本願寺お買い物広場のホームページが新設されました。ご活用 

ください（右記 QR コード）。 

(願生舎ＨＰ URL： https://www.higashihonganji-gansyosya.jp/ ) 

 

 

 

＜小松教務所 事務休止のお知らせ＞ 

下記の期日、教務所事務を休止します。ご不便をお掛けしますが、ご理解の程お願い申しあげます。 

・１１月２０日（金） 門首継承式団体参拝のため 

【緊急連絡先】080-3394-6126（主計）※ 繋がらない時は、必ずメッセージを入れてください 
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粟津組 【中止】 苗代組 【中止】 板津組 【中止】 

小松組 11/13（金）【中止】 

11/21（土）13：30～ 於 長圓寺（上本折町） 講師：安藤 洋介 氏 

11/25（水）13：30～ 於 専光寺小松教会（龍助町） 講師：加藤 輝雄 氏 

徳橋組 【中止】 北板津組 【中止】 十日講組 【未定】 

小松教区 月間行事予定表 【２０２０年１１月】 

 教区・常磐会館・教務所  本山・連区・関係団体・その他  

1 日 
日曜講座 9：30 
  講師 加藤 正現 氏（小松教区 勸正寺） 

 

2 月   

3 火  坊守会ボランティア［第１松寿園］ 14：00（未定） 

4 水   

5 木   

6 金   

7 土   

8 日   

9 月   

10 火 大谷婦人会運営委員会（編集委員会） 13：30  

11 水   

12 木 

十二日講 9:30  
  講師 田中 昭親 氏（小松教区 浄昭寺） 
組門徒会長会 十二日講終了後 

 

 

 

13 金 真宗本廟収骨代行（本山へ上山）  

14 土   

15 日 
日曜講座 9：30 

  講師 新 康紀 氏（小松教区 國分寺） 
 

16 月   

17 火   

18 水   

19 木  臨時全国教務所長会［本山］ 

20 金 事務休止（門首継承式団体参拝） 門首継承式［本山］ 10：00 

21 土  真宗本廟(東本願寺)御正忌報恩講（～28 日） 

22 日   

23 月   

24 火 大谷婦人会運営委員会（編集委員会） 13：30  

25 水   

26 木   

27 金   

28 土   

29 日   

30 月   

※ 教務所では「法要・聞法会開催のための

ガイドライン」に基づき、コロナウイルス感

染防止対策を徹底しております。 

※ 行事や会議等に参加・出席される場合は

必ずマスクを着用ください。 

各組の 

お講など 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、変更の可能性があります。 
詳細は教務所または各主催団体へお問い合せください。 

本山への収骨代行で教務所にお預けいた

だいた御遺骨を安置して、共に正信偈の

お勤めをいたします。


